
2012年3月期第2四半期決算説明

2011年11月11日

（証券コード　6941）



ご説明内容
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【１】山一電機について

【２】ＦＹ2011上期業績について

【３】ＦＹ2011通期業績見通しについて

【４】今後の成長戦略について



【売上高構成比 FY201１上期】

テスト　　　　　

ソリューション

コネクタ　　　　
ソリューション

ＰＶ　　　　　　　　　
ソリューション　　

光関連

32%

48%

8%

5%

●創立５５年の接触機構部品メーカー

バーンインソケット（世界ｼｪｱ40%）の最大手
コネクタはメモリカード・高速伝送に強み
太陽光発電関連事業の立上進捗中

●海外比率
売上比率５８％、生産比率８５％（FY2010）
開発・生産・販売をグローバルに展開
海外マネージメントはローカル比率が高い。

山一電機について

●概要

本社　　　　東京都大田区

設立　　　　1956年11月1日
資本金　　 10,047百万円 （株式 23,289千株)
従業員数　458名　（グループ 3,791名）

拠点　　　　国内 5社（8拠点）、海外13社（15拠点）
※2011/ 9末、派遣社員除く

ＥＭＳ

7%
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■テストソリューション（ＴＳ）事業■テストソリューション（ＴＳ）事業

・バーンイン検査用ＩＣソケット

・テスト用ＩＣソケット

・プローブカード

・半導体テストサービス

■コネクタソリューション（ＣＳ）事業■コネクタソリューション（ＣＳ）事業

・メモリーカードコネクタ

・高速伝送用コネクタ

・実装用ＩＣソケット

・ＹＦＬＥＸTM

（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾌﾟﾘﾝﾄ配線板）

太陽電池モジュール用

・コネクタケーブル

・ジャンクションボックス

■光関連（ＯＰＴ）事業■光関連（ＯＰＴ）事業

・光学薄膜フィルタ

・半導体レーザ光源

・光モジュール
　

■ＥＭＳ事業■ＥＭＳ事業
・液晶パネル組立
　（ 国内　マティ ）

・基板実装サービス
　（ フィリピン ＰＭＩ ）

事業および製品紹介

■ＰＶソリューション（ＰＳ）事業■ＰＶソリューション（ＰＳ）事業
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長期的な業績の推移

経営改革により黒字体質へ転換を目指す
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現経営体制へ

経営改革

人員削減

LCD装置事業売却LCD装置事業買収

光事業買収

多角化による拡大

億円 ＥＭＳ事業売上　　　　　　　　　
ﾀｰﾝｷｰからｺﾝｻｲﾝで減少

TS事業で　　最高
益達成

営業利益率売上高
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ご説明内容
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【１】山一電機について

【２】ＦＹ2011上期業績について

【３】ＦＹ2011通期業績見通しについて

【４】今後の成長戦略について
　　　



主力市場のＨＤＤ・液晶パネル共に
低調

ＰＳ事業が振るわず

ハイライト

ＴＳ
（ﾃｽﾄｿﾘｭｰｼｮﾝ）

ＣＳ
（ｺﾈｸﾀｿﾘｭｰｼｮﾝ）

ＰＳ
（PVｿﾘｭｰｼｮﾝ）

ＯＰＴ
（光関連）

ＥＭＳ

スマートフォン・タブレット関連ＩＣ向け
ビジネスが好調

ＰＣ用途メモリ向けビジネスは谷間
全般にバーンインソケット販売低調

アミューズ・カーナビ向けビジネスは
堅調に推移

大震災からの需要回復力は弱い
クリスマス商戦向けの動きは低調

事業拡大に向け、開発・生産体制の
増強は進捗

新規商談の成約低迷
市場価格大幅下落・市況低迷

民生向け売上大幅増加
損益構造改革実行

特別損失89百万円を計上
（損益構造改革に伴う費用）

ＦＹ2011上期決算のポイント

ローライト
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前年同期比では減収減益

ＦＹ2011上期業績結果について

　億円

100

50

120
150

93
118119

154141
売上高

83

4.5- 4.1

営業利益

- 24.8

14.1

-10
-20

-30

10
20

0

当期利益

-10.0
- 4.1 - 1.1

単位：億円
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売上高売上高

FY10
１Ｈ

FY10
１Ｈ

154　154　

営業利益営業利益

（為替差損益）（為替差損益）

経常利益経常利益

（特別損益）（特別損益）

（法人税等）（法人税等）

当期純利益当期純利益

当初
予想

当初
予想

FY11
１Ｈ

FY11
１Ｈ 前年比前年比 当初

予想比

当初
予想比

14.014.0

- 4.7- 4.7

8.78.7

2.62.6

- 3.3- 3.3

7.97.9

119119

0.80.8

- 0.6- 0.6

- 2.1- 2.1

118118

- 1.1- 1.1

- 3.6- 3.6

- 4.8- 4.8

- 1.0- 1.0

- 1.0- 1.0

- 6.9- 6.9

77%77%

――

――

――

99%99%

――

――

――

１Ｈ ２Ｈ
ＦＹ０８

１Ｈ ２Ｈ
ＦＹ０９

１Ｈ ２Ｈ
ＦＹ１０

１Ｈ
ＦＹ１１

　億円

円高水準＝期末為替レート－期初為替レート

　　　ドル　6.5円高　　ユーロ　13.5円高



ＰＳ事業の損益が大きく悪化

ＦＹ2011上期事業別業績結果について
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ＴＳＴＳ

ＣＳＣＳ

ＰＳＰＳ

ＥＭＳＥＭＳ

OtherOther

1H 売上高1H 売上高

FY10FY10 FY11 FY11 

5353

6767

1515

1313

3838

5757

99

66

前年比前年比

72%72%

85%85%

62%62%

43%43%

1H 営業利益1H 営業利益

FY10FY10 FY11 FY11 

7.47.4

7.67.6

0.60.6

0.20.2

- 1.9- 1.9

2.42.4

3.43.4

- 4.6- 4.6

- 1.2- 1.2

-1.3-1.3

前年比前年比

32%32%

45%45%

――

――

――

ＯＰＴＯＰＴ 66 88 130%130% 0.10.1 0.20.2 200%200%

TotalTotal 154154 118118 77%77% 14.014.0 - 1.1- 1.1 ――

20
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４１

５１

５９ ６０

80
７４

売上高

営業損益

８０

６２
５８ ５７

-6.7
-3.3

2.1 2.3
4.8

9.3

-0.6

-3.5

-0.4
0

-5

5

ＴＳ

ＣＳ

ＯＰＴ
ＰＳ

ＥＭＳ

億円

単位：億円億円

-0.7

当期損益

６１

ＦＹ０９ ＦＹ１０ ＦＹ１１

１Ｑ１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ１Ｑ ２Ｑ



現預金６１億円、自己資本比率５７%

ＦＹ2011上期の貸借対照表

設備投資等で減少

長期借入の増加

四半期純損失計上で減少
自己資本率57％

　流動資産　流動資産

現金及び預金現金及び預金

売上債権・棚卸資産売上債権・棚卸資産

　固定資産　固定資産

資産合計資産合計

　流動負債　流動負債

買入債務買入債務

短期借入金短期借入金

2011.9末2011.9末

157157

4141

108108

130130

287287

115115

4242

5454

　固定負債　固定負債

負債合計負債合計

1313

128128

純資産合計純資産合計 159159

2010.3末2010.3末

141141

6161

7272

133133

273273

102102

1717

6767

1515

117117

157157

前期比増減前期比増減

▲10▲10

▲7▲7

▲3▲3

――

▲10▲10

▲1▲1

▲ 2▲ 2

――

33

11

▲10▲10

2011.3末2011.3末

151151

6767

7474

133133

283283

103103

1919

6767

1212

116116

167167

単位：億円
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仕入高の減少

現預金61億円



12

9

FY11

事業運用資金は安定

ＦＹ2011上期のＣＦ・設備投資・減価償却費・研究開発費

80

60

20

40

60

FY10

営業ＣＦ

投資ＣＦ 財務ＣＦ 現預金残高

41

67

FY09

61

FY11／1H

11

30

20
3

9
7

5

12

2
18

キャッシュフローキャッシュフロー

5
10

25
20
15

17
17

21
26

5
10

20
15 1718 18 20

設備投資設備投資

5
10

15 1616

FY09  FY10　FY11／1Ｈ

8

研究開発費研究開発費

減価償却費減価償却費

　　　 実績　 実績　　 計画／ 実績

　　億円

15

0

単位：億円



※固定費＝製造固定費＋販管費

ＦＹ2011上期の重点施策と進捗状況

固定費削減・変動費率低減は、着実に実行 12

億円

137

108

59 57

124

50

100

150

76

単体

連結

60

27

FY08 FY09 FY10 FY11
　 1H

億円

４０

４５

５０

５５

％

100

200

50

150

2H 2H

対売上変動費率対売上変動費率

1H 1H 1H 2H

51.650.8

49.1

52.1

47.4

54.9

48.7

1H
ＦＹ 08 09 10ＦＹ ＦＹ ＦＹ11

連結売上

連結/単体　固定費連結/単体　固定費



ご説明内容
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【１】山一電機について

【２】ＦＹ2011上期業績について

【３】ＦＹ2011通期業績見通しについて

【４】今後の成長戦略について
　　　



ＦＹ2011通期の業績見通し

事業状況・事業環境から対上期改善は限定的 14

　売上高　売上高

　営業利益　営業利益

　経常利益　経常利益

　当期純利益　当期純利益

単　体単　体

　営業利益　営業利益

　経常利益　経常利益

　当期純利益　当期純利益

連　結連　結

269269

9.89.8

7.07.0

3.53.5

FY11FY11

4.54.5

3.73.7

2.92.9

FY11FY11

275275

10.010.0

3.73.7

1.61.6

FY10FY10

4.64.6

3.63.6

0.50.5

FY10FY10

87%87%

1%1%

――

――

前期比前期比

26%26%

――

――

前期比前期比

　売上高　売上高 178178165165 89％89％

240240

0.10.1

- 5.0- 5.0

- 8.0- 8.0

FY11FY11

1.21.2

- 2.5- 2.5

- 3.5- 3.5

FY11FY11

147147

89％89％

1%1%

――

――

当初比当初比

27％27％

――

――

当初比当初比

83％83％

当初予想当初予想 今回予想今回予想前年実績前年実績

世界的な景気減速

円高の影響

タイ洪水の影響でセット
メーカーの生産調整

金等の原材料価格の
高止まり

下期事業環境単位：億円



ＦＹ2011通期の事業別業績見通し

ＰＳ事業の赤字流出を早期に改善する

単位：億円
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テストソリューションテストソリューション

コネクタソリューションコネクタソリューション

ＰＶソリューションＰＶソリューション

光関連光関連

合　計合　計

売上高売上高

FY10FY10 FY11FY11

8989

120120

3434

1212

275275

8080

123123

3636

1414

269269

営業利益営業利益

ＥＭＳＥＭＳ 2020 1616

その他その他

　　　FY11　　　FY11

96%96%

96%96%

47%47%

114%114%

89%89%

75%75%

当初比当初比実績実績 当初予想当初予想

7777

118118

1717

1616

240240

1212

今回予想今回予想

FY10FY10 FY11FY11

6.26.2

8.78.7

-1.2-1.2

0.10.1

10.010.0

5.55.5

6.26.2

1.01.0

0.30.3

9.89.8

-0.1-0.1 -0.2-0.2

-3.7-3.7 -3.0-3.0

　　　FY11　　　FY11

100%100%

97%97%

――

233%233%

1%1%

――

――

当初比当初比実績実績 当初予想当初予想

5.55.5

6.06.0

-7.0-7.0

0.70.7

0.10.1

-1.4-1.4

-3.7-3.7

今回予想今回予想



テストソリューション事業：着実に利益を確保する！

新製品のプローブピンテストソケットが伸長

イーグルコンタクト

バーンイン ソケット

16

◎「着実に利益を確保する」
　　構造改革は完了。

◎過去５年間取組んできた「プローブピン」の
　技術差異化による「テストソケット」が
　上向きに推移。

売上高

FY09　 FY10　 　　FY11　　 FY12　FY13

修正
予想

100

50

0

10

5

0

７２

８９
８０ ８５ ８５

6
7 7

5.5

-1

７７

当初
予想

5.5
営業利益

プローブピン

ホークコンタクト

中期計画
テスト ソケット

単位：億円



コネクタソリューション事業：成長エンジンとするコア事業

高速伝送市場に注力

コネクタ＆YFLEX光モジュール
ケーブル

17

100

50

150

売上高 ○ 「成長エンジンとする」状況への転換途上

◎過去５年取組んできた「高速伝送」ビジネスで

　　商談案件が増加。
　　特に車載への取組みは、カーナビ向けで成果。

○ 「高速伝送」における「インフラ系ビジネス」の　

　　取組みと、新興国向けの「民生系ビジネス」の
　　２方向で取組む。

10

5

15

0

９７

１２０ １２３

１４５

１６４

9

3

9

12

6.2

FY09  FY10    FY11     FY12  FY13

6.0

１１８

修正
予想

当初
予想

営業利益

中期計画

0

インフラ系高速伝送製品インフラ系高速伝送製品 民生系高速伝送製品民生系高速伝送製品

高速伝送用　
ホストコネクタ

単位：億円



ＰＶソリューション事業：第三の柱として急拡大

早期に赤字縮小へ

エコ JBOX

T分岐　T Junction

30

20

50

10
4
2
0

- 4
- 6

FY09  FY10     FY11     FY12  FY13

- 4

３

３４

４８

５６

- 1

1

3

40

18

３６

- 7

2

●「第三の柱として急拡大」に向けて
　　開発・生産への資源投下を行ったが
　　既存販売・新規採用とも低迷。

☆改革を急ぐと共に、新規ビジネス獲得に

　　全力を注ぐ。

１７

60

0

売上高

- 2

6

営業利益

修正
予想

当初
予想

Si JBOX

中期計画

YSOL４　ＦＡＴ

単位：億円



光関連事業

経営改革で高収益体質に 19

10

5

20

1.0

0.5

1.5

0

光関連売上高

FY09　FY10　 FY11　 FY12　 FY13

15
１２

１６ １６

１８

00

0.5

１２
1

0

光関連事業 （光伸光学工業）

修正
予想

中期計画
◎ 「経営改革で高収益体質」に向けて
　　着実に一歩踏み出した。

○ 生産アロケーション改革、
　　早期退職によるスリム化、
　　ビジネス意識改革などを実行。

2.0

１４

0.7

0.3

当初予想

営業利益

DSC/DVC向け
樹脂低反射ND

組込型光源
1064nm波長可変光源

単位：億円



ＥＭＳ事業

事業再構築を引き続き推進 20

10

20 2

3

0

-1 

FY09　 FY10　 FY11　 FY12　 FY13

単位：億円

２８

１６ １６
１８

- 0.1

0.8

0.3

２０

0.5

0

30

営業利益

ＥＭＳ売上高
ＥＭＳ事業 （国内：マティ、フィリピン：ＰＭＩ）

中期計画

■ ＰＭＩでの基板実装事業
　 下期はHDD向け基板実装が生産増。　

■マテイでの液晶組立事業

　　生き残りのための経営改革を推進へ。
１２

- 0.2

- 1.4

当初予想
修正
予想

HDD向け基板製品 液晶組立製品

1



ご説明内容
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【１】山一電機について

【２】ＦＹ2011上期業績について

【３】ＦＹ2011通期業績見通しについて

【４】今後の成長戦略について
　　　



過去・現在・未来：利益体質を構築

事業ミックスの転換により安定的な収益体制を目指す

目指す姿未来FY10 ⇒ FY11現在

成長性

収
益
性

ＴＳ

ＣＳ

その他

過去

FY2006

FY06 ⇒ FY08

FY2008

PＳ

ＣＳ

ＴＳ

成長性は過去3年の増収率、収益性は営業利益率（償却前）

その他

22

PＳ

ＴＳ ＣＳ

その他

-10.0

0.0

20.0

FY10FY08FY00
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戦略的ターゲット市場

情報処理・通信の膨大なデータを　「つなぐ（インターコネクト） 」技術が

あらゆる領域で必要となる。

それを実現するハード部品は、コネクタ、ケーブル、送受信モジュール
要求事項は、大容量化　と　低電力化　　　　　高速化、光化

2010年12.8兆円

　　　　2015年16.7兆円　　

（Infonetics　Research社）

テレコム・データコム市場

2010年18.5兆円　

　 　　2020年29兆円　　　　

　　 （富士キメラ予測）

カーエレクトロニクス市場

オフィス・工場
ＬＡＮ
サーバー
ストレージ

家庭
情報家電
ホームＰＣ
スマートメータ

車
車載ＬＡＮ
カーナビ

データセンタ
サーバー
ルーター
ストレージ

個人
スマートフォン
タブレットＰＣ
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1 Gbps

5 Gbps

10 Gbps

2013年2011年

Thunderbolt

USB3.0

PCIexGen3

LVDS

V-by-One

SATA3

IEEE1394

2009年

HDMI SATA2

PCIexGen2

25 Gbps

TOSA/ROSA

インフィニバンド(EDR)

CFP

イーサーネット（４０Ｇ）

データ伝送速度

CFP2

インフィニバン(FDR)

テレコム・データコム市場製品投入マップ

製品難易度：　高
ベンダー社 ：　少

製品難易度：　低
ベンダー社 ：　多

基幹系システム
ハイエンドネットワーク

民生デジタル機器
コンシューマ端末

民生デジタル市場に加えて、高付加価値製品である基幹系システム市場にも参入

高速化



ご清聴ありがとうございました。

※注意事項

本資料は、2011年11月11日現在の当社グループの事業内容、経営戦略、業績に関する情報の提供を目的
としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものでありません。

本資料に記載した意見や予測等は資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性、完全性を保証
し又は約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。

問合せ先：経営企画部広報課　笹川康彦

TEL： 03-3778-6153  FAX: 03-3778-6171

http://www.yamaichi.co.jp

E-mail: sasagawa@yamaichi.co.jp
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